
2.4 GHz ISM 帯は無線 LAN や Bluetooth 

など様々な無線システムが運用され、かなり
混み合ってきています。そのような環境でも
重要なユーザアプリケーションをより多く、き
ちんと動かす （所要の体験品質を充足する） 
ために、個々のアプリケーションに対して適
切な無線リソース割り当て （交通整理） を行
う無線システムの構築を目指します。 

体験品質に基づく無線NW制御 
～混んでも大事なアプリがきちんと動く無線通信の実現を目指して～ 

 時々刻々変化する周波数チャネ
ルやセルの混雑度を把握し、使用
する周波数チャネルや端末の接
続先を適切に変更します。 

 アプリケーションを満足に動かす 

ために必要な通信品質を過不足
なく提供することで、無線リソース
の無駄な利用をなくし、収容可能
なアプリケーション数を増やします。 
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集約 
体験品質 （ユーザの満足
度） に基づく無線リソース

配分指標を生成 
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本研究は、総務省の研究委託「M2M型動的無線通信ネットワーク構築技術の研究開発」により実施したものです。 

また、本研究は住友電気工業株式会社と共同で実施しています。 

伝送しているアプリケーショ
ントラフィックの重要度と体
験品質を反映した制御指標
を構築 

各セルの情報を収集し、無
線ネットワーク全体の効用 

（嬉しさ） が最大化するよう
に、個々のアクセスポイント
の使用周波数チャネルと端
末の接続先を決定 ユーザの

体験品質
と効用を
計測 

所要体験品質が充足可
能な範囲内で優先すべき
アプリから伝送を許可 

 開発した技術を搭載したプロトタイプ無線機を用いて伝送実験を実施し、本システムの
機能検証と有効性の確認を行います。 

 災害避難所や病院での利用を想定し、そのような環境に合わせたネットワーク制御の
高精度化を検討します。 



過剰な通信品質 （QoS） を与えてもユーザ
満足度は向上しなくなります。 

 

↓ 
 

各アプリケーションの所要体験品質を満たす
のに必要な QoS を過不足なく提供すること
で無線リソースの無駄な利用をなくします。 

 

↓ 
 

より多くのアプリケーションに対して所要の体
験品質を提供できるようになり、無線リソース
をより効率的に活用できます。 

 2402 ～ 2482 MHz  （80 MHz 幅） における無線
リソース利用状況をリアルタイムで把握します。 
 

 IEEE 802.11g 無線 LAN （OFDM モード） に相
当するデータ伝送を行います。 
 

 今後は上記ネットワーク制御機能を実装し、伝
送実験による機能検証と有効性の確認を行いま
す。 

 下記の情報から、収容可能な （所要の体験品
質の充足が可能な） アプリ量を予測します。 

• 周辺の無線システムが利用する無線リソース量 

• 自セルで運用するアプリケーションのトラフィック量 

• 無線リンクの伝送品質 
 

 より重要なアプリケーションからチャネルアクセ
スを許可することで、アプリケーション間の共倒
れを防ぎ、無線リソースを最大限有効に活用し
ます。 
 

 セル内が過負荷状況になった場合は、以下の
処理によりシステム内の混雑を軽減します。 

• より多くの無線リソースが利用可能な周波数チャネル
への移動 

• 端末接続先の変更によるセル間の負荷分散 


